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① 大鹿村内リニア工事進捗状況

② 発生土運搬車両の運行状況

③ 環境測定の結果

④ 令和５年度にかけての発生土運搬計画

本日のご説明内容
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大鹿村役場

凡例
本坑トンネル
橋りょう
先進坑トンネル
非常口トンネル
掘削済区間
非常口
仮桟橋（施工済）
迂回路（施工済）

小渋川非常口

青木川非常口

伊那山地トンネル 南アルプストンネル

国道152号迂回路

除山非常口

釜沢非常口

先進坑トンネル
品川方 掘削中

本坑トンネル
品川方 掘削中

先進坑（小渋川斜坑－釜沢斜坑間）
発生土運搬路として運行中

大鹿村の工事進捗状況
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本坑トンネル
品川方 掘削中

本坑トンネル
品川方 掘削中
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小渋川非常口 掘削状況（8月26日時点） 除山非常口 施工状況（9月1日時点）

青木川本坑 施工状況(9月14日時点）釜沢非常口 施工状況（9月1日時点）

大鹿村の工事進捗状況
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至 中川村伊那ｲﾝﾀｰ工業団地
（81.0 台/日）

②七椙神社前

0 台/日

⑧洞新線

34.1 台/日

⑦鶴部線

③上新井交差点

⑨護岸線

46.9 台/日

④役場前

⑥古町境の沢線

81.0 台/日

34.1 台/日

⑤松川 ＩＣ

※1： 竜東線の通行開始前の日平均（～8/23）

※2： 竜東線の通行開始以降の日平均 （8/24～）

【実績】 発生土運搬車両台数

81.0 台/日

81.0 台/日

①渡場交差点

0 台/日

69.5 台/日

令和４年７月～９月１５日（約２.５箇月間）の日平均

「日平均」とは、期間中の延総台数を工事稼働日数で割り戻した数値です。

高森町下市田
（120.5 台/日）

※１116.4 台/日

59.2 台/日※２

120.5 台/日

116.4 台/日

128.7 台/日

81.0 台/日

46.9 台/日

※１

※２

81.0 台/日

46.9 台/日

120.5 台/日

120.5 台/日

116.4 台/日

59.2 台/日

※１

※２

※２

※１
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令和４年１０月の日平均 （運行ルート切替前）

【予定】 発生土運搬車両台数

①渡場交差点

伊那ｲﾝﾀｰ工業団地
（120台/日）

120 台/日

40 台/日

70 台/日

②七椙神社前

③上新井交差点

⑨護岸線

60 台/日

④役場前

⑥古町境の沢線

120 台/日

60 台/日

至 中川村

⑤松川 ＩＣ

120 台/日

120 台/日

70 台/日

70 台/日

24 台/日

6

高森町下市田
（70台/日）

※下市田の通行台数は、交通状況等により変動する可能性があります

※

※

※

※

※

※

120 台/日

40 台/日

70 台/日

46 台/日

⑧洞新線

⑦鶴部線

40 台/日

46 台/日

40 台/日

※
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令和４年１１月の日平均 （運行ルート切替前）

【予定】 発生土運搬車両台数

伊那ｲﾝﾀｰ工業団地
（120台/日）

120 台/日

40 台/日

70 台/日

70 台/日

②七椙神社前

⑧洞新線

⑦鶴部線⑨護岸線

60 台/日

④役場前

⑥古町境の沢線

120 台/日

60 台/日

⑤松川 ＩＣ

駒ヶ根市上赤須
（70台/日）

40 台/日

46 台/日

70 台/日

7
※下市田と上赤須の通行台数は、両工区合計が片道150台/日以内となるよう調整いたします

①渡場交差点

120 台/日

120 台/日

70 台/日

70 台/日

70 台/日

70 台/日

高森町下市田
（70台/日）

※下市田の通行台数は、交通状況等により変動する可能性があります

40 台/日

24 台/日 ※

120 台/日

40 台/日

70 台/日

46 台/日

70 台/日

③上新井交差点

※

※

※

※

※

※
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令和４年１２月の日平均 （運行ルート切替後）

【予定】 発生土運搬車両台数

①渡場交差点

伊那ｲﾝﾀｰ工業団地
（120台/日）

80 台/日

40 台/日

70 台/日

70 台/日

②七椙神社前

⑧洞新線

⑦鶴部線⑨護岸線

40 台/日

④役場前

⑥古町境の沢線

120 台/日

40 台/日

⑤松川 ＩＣ

120 台/日

120 台/日

70 台/日

70 台/日

70 台/日

70 台/日

駒ヶ根市上赤須
（70台/日）

40 台/日

40 台/日

46 台/日

70 台/日
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40 台/日 40 台/日

※下市田と上赤須の通行台数は、両工区合計が片道150台/日以内となるよう調整いたします

高森町下市田
（70台/日）

※下市田の通行台数は、交通状況等により変動する可能性があります

24 台/日 ※

80 台/日

40 台/日

70 台/日

46 台/日

70 台/日

③上新井交差点

※

※

※

※

※

※
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月別日平均
通行台数
（合計）

渡場
交差点

七椙
神社前

上新井
交差点

松川町
役場前

松川ＩＣ
古町

境の沢線
鶴部線 洞新線 護岸線

（往復） （片道） （片道） （片道） （片道） （往復） （片道）

Ｊ
Ｒ
工
事
に
よ
る

発
生
土
運
搬
車
両

実

績

R4.6 139.0 102.7 102.7 33.2 69.5 36.3 36.3 0.0 0.0

R4.7 148.3 111.8 111.8 37.6 74.2 36.6 36.6 0.0 0.0

R4.8 161.0 130.8 130.8 50.3 80.5 30.2 30.2 0.0 0.0

～R4.9.15 184.2 150.5 150.5 58.5 92.0 33.5 33.5 0.0 0.0

予
定

R4.10～
R4.12

240～380 160～230 160～230 40～60 120 40～60 40 40～150 0～40

【
参
考
】

高
森
町
へ
の

発
生
土
運
搬
車
両

実

績

R4.6 246.0 123.0 246.0 - - - - 123.0 -

R4.7 234.5 117.3 234.5 - - - - 117.3 -

R4.8
（～8/23）

230.3 115.2 230.3 - - - - 115.2 -

R4.8
（8/24～）

245.9 123.0 179.2 - - - - 56.3 -

～R4.9.15 263.4 131.7 192.1 - - - - 60.4 -

予
定

R4.10～
R4.12

140 70 116 - - - - 46 -

R4.10～R4.12
発生土運搬総台数

380～520 230～300 276～346 40～60 120 40～60 40 86～196 0～40

※ 「月別日平均」とは、月延総台数を１月当りの工事稼働日数で割り戻した数値です

※ 予定の台数については、期間中の予定延総台数を予定工事稼働日数で割り戻した「日平均」を記載しています

※ 表中の台数は、各道路や地点を通行する車両の合計台数を示しています

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【実績】 発生土運搬車両台数
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測定地 測定期間

二酸化窒素（NO2） 浮遊粒子状物質

有効測定
時間

期間
平均値

日平均値の
最高値 基準※ 有効測定

時間

期間
平均値

日平均値の
最高値 基準※

（Ppm） （ppm） （mg/m3） （mg/m3）

七椙神社前 R3.9.28～10.4 168h 0.004 0.005
日平均値の

年間98％値が
0.06ppm以下

168h 0.012 0.015
日平均値の

年間2％除外値が
0.10mg/m3以下

七椙神社前 R4.7.29～8.4 168h 0.002 0.004 168h 0.015 0.020

測定地 測定期間
等価騒音レベル（LAeq） 振動レベルの80%レンジの上端値（L10）

測定結果 【昼間】 環境基準 【昼間】 測定結果 【昼間】 要請限度 【昼間】
（db） （db） （db） （db）

七椙神社前 R3.10.6～10.7 68 70 43 65

七椙神社前 R4.7.25～7.26 68 70 44 65

 発生土運搬車両の通行期間中として、環境測定を実施しました

≪騒音・振動≫

≪大気質≫

（参考）二酸化窒素に係る環境基準の評価方法（長期的評価）：
年間にわたる1日平均値である測定値につき、測定値の低い方から98%に相当する値（日平均値の年間98%値）が0.06ppm以下であること」

（参考）浮遊粒子状物質に係る環境基準の評価方法（長期的評価）：
日平均値の年間2％除外値が0.10mg/m3以下であること。ただし、1日平均値が0.10mg/m3を超えた日が2日以上連続しないこと。

※環境基準の評価方法（長期的評価）を記載した。

環境測定の結果
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（高森町）
下市田産業用地整備

（道路改良）
一般県道北林飯島線

箇所名
令和４年度 令和５年度 令和６年度

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1

（伊那市）
伊那インター工業団地拡張

（駒ヶ根市）
上赤須廃棄物置場跡地整備

（駒ヶ根市）
新宮川岸地区土地改良事業等

その他発生土活用先

令和５年度にかけての発生土運搬計画

令和５年１２月
工事完了（予定）

▼運行経路変更

（主）松川インター大鹿線半の沢道路改築

前河原道路新設

検討中の活用先

（期間①） （期間②）
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運搬期間：令和5年3月～令和6年度末

運搬台数：片道約150台/日

新宮川岸地区土地改良事業等（駒ヶ根市中沢）

(主)伊那生田飯田線

N

(主)伊那生田飯田線

国道153号

(主)駒ヶ根長谷線

発生土活用先

駒ヶ根市役所
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(主)伊那生田飯田線

国道153号

上新井

藤 森

（一）県道北林飯島線

(主)松川ｲﾝﾀｰ大鹿線

工 事 中

中川村田島

下小松川橋南

渡 場

駒ヶ根市中沢
（150 台/日）

【期間①】北林飯島線改良中

町道洞新線
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【凡例】

往 路 ：

復 路 ：
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(主)伊那生田飯田線

国道153号

上新井

藤 森

（一）県道北林飯島線

(主)松川ｲﾝﾀｰ大鹿線

中川村田島

【凡例】

往 路 ：

復 路 ：

下小松川橋南

渡 場

駒ヶ根市中沢
（150 台/日）

【期間②】北林飯島線改良後

町道洞新線
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中央新幹線長野工事事務所（大鹿分室）
（住所）長野県下伊那郡大鹿村大字大河原2645-5
（電話）0265-39-2975

中央新幹線長野工事事務所
（住所）長野県飯田市元町5451
（電話）0265-38-6500

ＪＲ東海

【受付：土･日･祝日･年末年始を除く平日9時～17時】

 今後の工事予定は、別紙「工事カレンダー」を参照

工事カレンダー・お問い合わせ先
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